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「
チ
ャ
ラ
カ
本
集
」

の
哲
学
忍
怨
付

今

西

)1慎
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門
チ
ャ
ラ
カ
本
集
』

の
哲
学
思
想
付

メι、
7 

西

}I国

士
口

第
一
節

チ
ャ
ラ
カ
本
集

q
u
 

イ
ン
ド
母
医
学
は
既
に
仏
陀
の
時
代
に
有
名
な
医
師
ジ

l
ヴ
ア
カ
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
記
録
に
残
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
彼

(
1
)
 

は
タ
ク
シ
ラ
に
学
び
、
ビ
ン
ビ
サ
|
ラ
王
及
び
仏
陀
の
侍
医
と
し
て
盛
名
を
馳
せ
た
と
言
わ
れ
る
。

そ
の
歴
史
は
さ
ら
に
古
く
ア
タ
ル
ヴ
ァ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
に
た
ど
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
医
学
(
同
一
苫
コ
品
仏
印
)
は
ア
タ
ル
ヴ
ァ
・
ヴ

(寸
)

(

3

)

又
は
副
ヴ
ェ
ー
ダ
毛
宮
市
骨
と
さ
れ
後
に
は
学
聞
の
体
系
の
中
に
そ
の
地
位
を
占
め
る
。

ェ
l
ダ
の
副
支
毛
主
官

今
日
現
存
す
る
医
学
書
と
し
て
最
も
古
い
も
の
は
「
チ
ャ
ラ
カ
本
集
』
口
問

Z
E
E
B
E
S
次
い
で
『
ス
シ
ユ
ル
タ
本
集
』

ω
忌
E
Z
E

z
g
E芯
で
あ
る
が
、
伝
承
に
よ
れ
ば
チ
ャ
ラ
カ
本
集
は
元
来
神
に
由
来
し
、
そ
し
て
〉
官

Z
S同
が
凶
可
ミ
由

T
H
E
2
2
か
ら
聞
き

(
4
)
 

学
ん
だ
も
の
を
の
白

zr曲
が
さ
ら
に
改
訂
し
た
。
そ
れ
故
本
書
の
名
称
と
し
て
コ
ロ
フ
ォ
ン
に
は
〉

m
E
4
4
2
2可
印
と
き
守
7
。
チ
ャ
ラ

北
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『
チ
ャ
ラ
カ
本
集
』
の
哲
学
思
想
付

(
5
)
 

カ
は
雑
賓
寂
経
巻
七
に
よ
る
と
カ
ニ
シ
ユ
カ
王
の
親
友
で
あ
っ
た
三
智
人
の
一
人
(
遮
羅
迦
)
で
あ
り
、
他
は
馬
鳴
菩
薩
と
大
臣
の
摩
町

(

6

)

(

7

)

 

羅
で
あ
る
。
同
様
の
記
述
は
付
法
戴
因
縁
侍
巻
五
に
も
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
伝
承
は
他
に
確
証
を
欠
い
て
い
る
が
、
一
般
に
は
こ
れ
に
従

(

8

)

(

9

)

 

っ
て
チ
ャ
ラ
カ
本
集
の
年
代
を
一

l
l
二
世
紀
と
想
定
し
て
い
る
。
な
お
後
代
さ
ら
に
附
加
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
書
の
全
体
を
こ
の

時
代
に
想
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
し
か
し
哲
学
的
な
問
題
に
関
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
新
し
い
時
代
に
引
き
下
げ
る
こ
と
は
出
来
な

(
日
)

い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
本
論
に
お
い
て
ふ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

本
論
文
で
は
次
の
テ
キ
ス
ト
を
参
照
し
た
。

∞
立
の
同
一
司
曲
目
同
曲
目
白
阿
世

rx釦
宅
F
H
F

の
白
}
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曲
目
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山
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二
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Z
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L
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z
r
m
w
∞
凶
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・

富
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回
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C
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n
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田
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己
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仲

MW
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芹
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L
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Z
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Z
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z
n
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g
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2
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N
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。
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目
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-
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MW同
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目
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目
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劃
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ヨ
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目
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E
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B
B
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白
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E
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〈
。
戸
田
・
〈
劃
『

M
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M
E
E
H
C印
。
・

(
日
)

こ
れ
ら
は
番
号
の
つ
け
方
に
僅
か
な
が
ら
相
違
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
わ
呉
『
3
Z
E
E
Z
(
一
一
世
紀
の
人
)
の
注
釈
を
参
照
す
る
使
山
且

上
、
第
一
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。
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『
チ
ャ
ラ
カ
本
集
』
の
哲
学
思
想
付

第
二
節

医
学
と
哲
学
・
仏
教

(1) 

医
学
削
苫
『
唱
え
白
は
人
聞
の
寿
命
に
関
す
る
学
で
あ
り
、
健
康
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
場
合
の
健
康
に
は
単
に
ム
萌

し
か
も
単
に
精
神
病
の
問
題
と
し
て
よ
り
以
上
に
、
人
間
観
・
世
界
観
と
い
う
根
本

(
2
)
 

チ
ャ
ラ
カ
は
人
生
の
目
的
と
し
て
四
つ
の
事
柄
(
法
・
実
利
・
愛
欲
・
解
脱
)
を
承
認
し
て

(
3
)
 

い
る
が
、
人
聞
の
行
動
の
動
機
は
一
般
に
生
命
・
財
産
・
来
世
へ
の
欲
求
に
見
出
さ
れ
る
と
説
く
。
勿
論
か
か
る
動
機
に
発
す
る
行
為
が

正
し
く
あ
る
た
め
に
は
誤
っ
た
判
断
(
育
と
宮
・

8
白
『
包
宮
)
を
除
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
と
も
か
く
解
脱
あ
る
い
は
来
世
と
い
う
宗
教
的

立
場
の
承
認
を
含
み
つ
つ
も
、
現
実
の
世
界
に
お
け
る
人
聞
の
営
為
を
肯
定
的
に
把
握
し
て
い
る
。
従
っ
て
医
学
の
固
有
の
立
場
は
現
宮
犬

世
界
に
お
け
る
人
聞
の
理
法
を
追
求
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
に
合
理
性
を
重
ん
ず
る
科
学
的
視
点
が
聞
け
て
く
る
。
例
え
ば
狂
気
は
神

(
4
)
 

な
ど
が
と
り
つ
く
こ
と
か
ら
起
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
原
因
は
誤
っ
た
判
断
に
あ
る
。
そ
れ
は
結
局
は
自
己
の
業
か
ら
起
る
の

(

5

)

(

6

)

(

7

)

 

で
あ
り
、
幸
福
も
不
幸
も
自
己
が
つ
く
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
い
た
ず
ら
に
神
々
や
父
祖
を
非
難
す
べ
き
で
は
な
く

4
E
E吉川
w-

戸

8
」

(
9
)

を
も
た
ら
す
道
を
歩
み
、
神
々
を
崇
ぃ
、
良
き
こ
と

E
Z
を
つ
と
め
る
べ
き
で
あ
る
。
自
己
の
主
体
性
を
確
立
し
、
そ
の
上
で
現
実
の
状

態
が
よ
っ
て
来
る
原
因
を
追
求
す
べ
き
で
あ
る
。
か
か
る
合
理
主
義
的
立
場
は
伝
統
的
な
宗
教
的
な
立
場
と
切
り
離
し
え
な
い
が
、
ぞ
れ

(
叩
)

が
病
気
治
療
に
関
し
て
も
、
ア
タ
ル
ヴ
ァ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
以
来
の
呪
丈
な
ど
の
使
用
と
、
合
理
的
・
科
学
的
な
治
療
と
の
併
行
と
な
っ
て
い

る
。
そ
し
て
合
理
的
な
因
果
関
係
の
把
握
に
対
す
る
関
心
は
医
学
に
お
い
て
根
強
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
後
代
で
は
仏
な

体
の
み
な
ら
ず
精
神
も
ま
た
大
い
に
関
係
を
も
ち
、

問
題
に
ま
で
た
ど
り
つ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

6-



(
日
)

の
四
諦
と
同
じ
因
果
の
把
捉
が
医
学
的
連
関
に
お
け
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

チ
ャ
ラ
カ
本
集
は
か
か
る
関
連
か
ら
哲
学
・
宗
教
に
対
し
て
も
強
い
関
心
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
最
も
代
表
的
な
例
と
し
て
論
理
学
の

(ロ)

体
系
の
紹
介
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
は
『
方
便
心
論
』
と
共
に
最
初
期
の
論
理
学
の
体
系
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
重
要
な
資
料

(

日

)

(

凶

)

で
あ
る
が
、
本
書
の
学
的
関
心
に
よ
っ
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う

o
d
E吋
ミ
z
r
t
の
採
用
も
こ
れ
に
準
じ
て
考
え
得
ょ
う
。
そ

し
て
こ
の
系
列
に
連
る
も
の
と
し
て
、
結
果
を
生
起
せ
し
め
る
た
め
の
十
種
の
条
件
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
こ
れ
は
論
理
学
を
説
い
た

(
日
)

直
後
に
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

一

原

因

E
Z宮
作
る
も
の
、
因

Z
E、
即
ち
作
者

E
Z『

作
者
が
結
果
を
生
起
せ
し
め
る
た
め
に
努
力
す
る
際
に
補
助
と
な
る
も
の

(
医
師

四

作
具
}
内
回
吋
即

E

結
果
の
母
胎
r
u
『
苫

3
E
変
化
し
て
結
果
と
な
る
も
と
の
も
の

結
果

E
ミ
曲
作
者
が
そ
の
生
起
を
目
指
し
て
行
為
す
る
も
の

結
果
の
果
報

E
ミ

3zz

(
医
薬

-7-

(
三
要
素
の
不
均
衡
)

五

そ
れ
を
目
的
と
し
て
結
果
の
生
起
が
望
ま
れ
る
も
の

(
三
要
素
の
平
衡
)

(
幸
福
の
獲
得
)

ム

ノ¥

随
縛

gzzzz
結
果
の
後
に
結
果
か
ら
生
じ
、
作
者
を
必
ら
ず
束
縛
す
る
g
z
r
白
L
E
E
-
善
或
い
は
悪
の
状
態

(
寿
命
)

七

場
所

L
F
Z
よ
り
ど
こ
ろ
包
E
田
岳
町
吉
田

(
地
と
苦
)

転
変
匂
阻
止

Z
B曲

行
動
唱

2
4
E
結
果
の
た
め
の
行
為

一
O
方
便
局
司
書
白
原
因
等
の
二
一
(
原
因
、
作
具
、
結
果
の
母
胎
)
の
最
善
な
る
こ
と

2
5忌
白

g
及
び
そ
れ
ら
を
正
し
く
整
え
る
こ
と
。

(
日
)

但
し
結
果
、
結
果
の
果
報
、
随
縛
を
除
く
。
(
そ
の
理
由
は
)
結
果
を
生
起
せ
し
め
る
も
の
な
る
が
故
に
方
便
な
の
で
あ
っ
て
、
結

八

時
間

Z
Z

(
年
及
び
苦
の
状
態

九

(
治
療
行
為
)

北
大
文
学
部
紀
要



『
チ
ャ
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カ
本
集
』
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哲
学
思
想
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果
が
作
ら
れ
て
し
ま
っ
た
な
ら
ば
方
便
の
意
義
は
な
い
。
ま
た
未
生
の
結
果
は
方
便
で
は
な
い
。
結
果
が
作
ら
れ
た
後
に
果
報
・
果

(
げ
)

報
の
後
に
随
縛
が
生
ず
る
(
故
に
両
者
も
方
便
で
は
な
い
。
)

右
の
十
項
目
を
述
べ
た
後
に
医
学
に
お
け
る
適
用
を
説
く
。
そ
れ
が
右
に
お
い
て
括
孤
内
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
説
き
方
か
ら

見
て
、
こ
の
十
項
目
も
チ
ャ
ラ
カ
の
独
創
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

パ
ガ
ヴ
ア
ツ
ト
・
ギ
|
タ

l
は
サ
|
ン
キ
ヤ
体
系
に
お
い
て
五
要
素

を
説
く
、
と
述
べ
て
、
依
所
主

E
回
忌
宮
白
(
身
体
)
行
為
者

E
Z『
各
種
の
器
官
官

2
5
各
異
の
行
動

2
E劃
運
命

E
-
Z
を
あ
げ
て

(
路
)

•• 

(
日
)

い
る
。
こ
れ
は
行
為
成
立
の
要
因
を
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
般
化
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
第
五
を
除
い
て
順
次
チ
ャ
ラ
カ
本
巣

一
、
二
、
九
に
相
当
す
る
。
け
れ
ど
も
チ
ャ
ラ
カ
本
集
で
は
結
果
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
が
注
意
き
れ
る
。
し
か
も
そ
の

の
第
七

内
容
は
、
単
な
る
客
観
的
現
象
の
成
立
を
考
察
の
対
象
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、

あ
く
ま
で
も
人
聞
の
実
践
的
連
関
を
問
題
と
し
て

-8 

い
る
。

イ
ン
ド
思
想
に
お
け
る
実
践
一
般
の
問
題
は
別
の
機
会
に
と
り
あ
げ
た
い
が
、

チ
ャ
ラ
カ
本
集
に
お
い
て
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は

第
六
項
随
縛
及
び
第
十
項
方
便
で
あ
る
。

ま
ず
随
縛
に
つ
い
て
み
る
に
、
こ
こ
に
お
け
る
用
法
に
最
も
近
い
例
は
ニ
ャ

l
ヤ
派
及
び
仏
教
に
見
出
さ
れ
る
。

(
初
)

ト
ラ
二
一
、
二
、
六
一
は
「
(
身
体
)
が
生
起
す
る
の
は
前
世
に
お
い
て
作
ら
れ
た
(
行
為
)
の
結
果

(
H
法
・
非
法
〈
宮
白
河

Z
g曲
)

(
幻
)

持
続
作
用
に
も
と
づ
く
」

(
Z
2白・可
Z
・匂

zz・
2
5
2昏
E
E
L
-
E
Z
E
f
)
と
言
い
、
同
四
、
一
、
五
九
に
は
「
負
債
・
煩
悩
・
活
動
内

持
続
作
用
の
故
に
解
脱
な
し
」
(
円

Z
E
E
S由
・
有
印

4
z
q・
2
5
2
L
Z
L
3
2号
宮
・
与

Z
Z
Y
)
と
説
く
。
こ
れ
に
近
い
用
例
は
有
部

に
も
見
ら
れ
る
が
、
倶
会
口
論
を
例
に
と
る
と
、
随
眠
の
定
義
の
一
つ
に
「
随
縛
す
る
」

g与
包

E
S丘
を
あ
げ
、
そ
れ
を
注
し
て
「
歎

(
巾

nμ)

現
起
故
名
声
こ
一
随
随
縛
工

(ε唱吉冨gロg印与~fV
匂吉ロ
EロE曲与f
凹白

g
同

a召4官回居E戸同

さ
ら
に
方
便
冨
喜
唱
劃

ε可骨
は
個
々
の
手
段
.
方
法
で
は
な
〈
し
て
、
そ
れ
ら
の
適
切
な
扱
い
、
処
理
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
は
特
に
仏
な

ニ
ヤ
|
ヤ
・
ス

l
の



で
用
い
る
方
便
に
等
し
い
と
言
っ
て
よ
い
。

か
か
る
関
連
か
ら
す
る
と
き
、
こ
の
十
項
目
と
仏
教
と
の
関
係
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
の
で

あ
る
が
、

こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は

『
妙
法
蓮
華
経
』

に
お
け
る

「
十
如
是
」

と
の
類
似
性
を
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

周
知
の
よ
う
に

『
妙
法
蓮
華
経
』

lま

「
十
如
是
」
と
言
わ
れ
る
も
の
が
あ
り
、

所
謂
諸
法
如
是
相
。
知
是
性
。
加
是
瞳
。

如
是そ
力、れ
は
如次
是の
作、ご
c と

如く
是で
因、あ

のる
如
是
縁
。

如
是
果
。
如

『
唯
併
奥
悌
乃
能
究
墨
諸
法
責
相
。

、
(
お
)

是
報
。
如
是
本
末
究
寛
等
。
』

(M) 

法
華
経
の
異
訳
の
う
ち
『
添
品
妙
法
蓮
華
経
』
は
右
と
同
様
で
あ
る
が
、
ぞ
れ
は
羅
什
訳
に
従
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
党
本
は
こ
れ
と
異
り
、
世
親
の
『
法
華
論
』
及
ぴ
恐
ら
く
『
正
法
華
経
』
も
党
本
と
同
じ
く

4

所
謂
「
五
種
法
し
を
述
べ

そ
の
部
分
の
み
の
党
丈
及
び
法
華
論
の
訳
文
を
示
す
な
ら
ば

て
い
る
。

可
巾
ロ
白
丹
市

L
F
E
・5
m
w

ヨェ
-Mmw

白血

Z

L

F
白『
E
M
F
-
F
L司
P
M
w
b
n
白
Z

円子白『
g
u
u『曲目

Z-a白川田町広
nmw

丹
市
白
岡
田
吋
B
M
W
百
二
虫
、
曲
目
】
r
U
4
m
v
b
n
曲

(

お

)

、

、

・

(

お

)

丹
市
昏
白
『
昌
喜
『
何
等
法
云
何
法
何
似
法
、
何
相
法
、
何
憧
法
』

(
幻
)

こ
の
間
の
問
題
に
つ
い
て
は
本
田
義
英
博
士
以
来
考
謹
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
十
如
是
は
羅
什
訳
の
特
異
性
で
あ
る
と

と
も
に
、
智
度
論
の
「
九
種
法
」
を
と
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
九
種
法
と
は

Qυ 

と
諸
法
実
相
と
に
つ
い
て

一
法
清
一
九
種
一
一
者
有
盟
。
二
者
各
各
有
法
。
:
・
二
一
者
諸
法
各
有
力
。

l
e
e
-
-

四
者
諸
法
各
自
有
因
。

v

ν

(

お
)

六
者
諸
法
各
自
有
果
。
七
者
諸
法
各
自
有
性
。
八
者
諸
法
各
有
限
擬
。
九
者
諸
法
各
各
有
開
通
方
便
J

」

v
，

二

一

二

一

智
度
論
は
こ
こ
で
は
差
別
相
と
諸
法
実
相
又
は
法
性
と
の
問
題
を
種
々
の
角
度
か
ら
述
べ
て
白
川
る
。
そ
の
内
容
の
一
端
を
記
せ
ば
、
如

「
撃
聞
法
中
観
諸
法
生
滅
相
。
是
為
如
。
減
一
切
諸
観
得
諸
法
実
相
パ
、
と
い
う
経
典
を
引
用
し
、
「
智
慧

一

V

二

(

初

)

一

一

一

一

如
本
未
生
、
減
諸
戯
論
。
是
名
為
法
性
」
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た

「
復
次
一

五
者
諸
法
各
自
有
縁
。
ν
 

分
別
推
求
己
到
如
中
従
如
入
自
性
。

二

一

V

二

一

九
種
法
は
こ
の
よ
う
な
文
脈
の
中
で
説

北
大
文
学
部
紀
要



『
チ
ャ
ラ
カ
本
集
』
の
哲
学
思
想
付

か
れ
る
の
で
あ
る
が
、
九
項
目
を
述
べ
た
後
に
続
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
諸
法
生
時
瞳
及
館
法
凡
有
九
事
。
知
此
法
各
各
有
瞳
法
具
足
是
名
世
間
下
如
。

(
幻
)

知
此
九
法
終
蹄
饗
異
蓋
減
是
名
中
如

J
i
-
-是
法
非
有
非
無
非
生
非
滅
。
減
諸
観
法
究
寛
清
浄
。
是
名
土
如
口

三

二

一

二

-

v

v

v

v

二

一

ご

l

こ
こ
に
下
如
、
中
如
、
上
如
の
三
一
種
が
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
上
如
は
諸
法
実
相
に
相
当
す
る
と
考
え
て
よ
い
。
そ
し
て
下
如
、
中
如
、

上
如
の
右
の
ご
と
き
性
格
か
ら
判
断
し
て
、
こ
の
三
種
は
第
九
項
開
通
方
便
と
表
裏
す
る
関
係
に
あ
る
も
の
と
解
し
て
よ
い
の
で
は
あ
る

(
辺
)

ま
い
か
。
し
か
ら
ば
羅
什
訳
法
華
経
の
本
末
究
寛
等
は
、
智
度
論
の
言
う
上
如
と
し
て
の
究
寛
清
浄
に
相
当
す
る
と
言
う
こ
と
が

(
お
)

出
来
る
。
こ
の
よ
う
に
判
断
し
て
よ
い
な
ら
ば
、
智
度
論
の
開
通
方
便
も
十
如
の
中
の
本
末
究
寛
等
も
、
項
目
と
し
て
は
チ
ャ
ラ
カ
本
巣

の
方
便
と
し
て
扱
っ
て
よ
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

ハU
1
E回会

ま
た
限
礎
に
つ
い
て
は
智
度
論
自
体
に
は
説
明
が
な
い
の
で
明
ら
か
で
な
い
が
、
し
か
し

g
z
Zロ
昏
同
の
訳
語
と
見
て
問
題
は
な
い
で

(
鈍
)

あ
ろ
う
。
な
お
巻
三
三
に
は
所
作
、
力
、
因
、
縁
、
果
、
報
を
挙
げ
て
い
る
の
で
、
以
上
を
表
示
す
る
と
次
頁
の
ご
と
く
対
応
を
求
め
、
つ

へ
お
)

る
で
あ
ろ
う
。

表
の
ご
と
く
、
チ
ャ
ラ
カ
本
集
の
十
項
目
全
て
が
他
の
資
料
と
完
全
に
一
致
す
る
の
で
は
な
い
が
、
場
所
及
ぴ
時
の
二
項
を
除
い
て
は

そ
し
て
十
如
な
ど
で
チ
ャ
ラ
カ
本
集
に
対
応
し
な
い
も
の
は
、
相
、
体
、
性
な
ど
法
の
白
恥

ほ
ぽ
対
応
を
見
出
す
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て

こ
の
考
察
は
十
項
目
中
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
情
で
あ
る
か
ら
、
共
通
の
源
泉
か
ら
勺
ぞ

れ
ぞ
れ
多
少
の
変
更
を
加
え
つ
っ
と
り
入
れ
た
、
と
推
測
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
前
述
の
よ
う
に
仏
教
的
色
彩
が
濃
い
と

と
は
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

確
か
に
チ
ャ
ラ
カ
本
集
の
哲
学
思
想
に
は
サ

l
ン
キ
ャ
、

(
お
)

ヴ
ア
イ
シ
ェ

l
シ
カ
な
ど
の
影
響
が
大
き
い
。

そ
の
こ
と
は
後
に
詳
し
〈
ぬ
帆



Car. 十如智度論

所作 pravrtti 

)
 
a
 

・1
n
-

n
a
 

o
r
 

y
-
a
 

a
L
u
n
 

vd r
r
 

-
a
o
 

'
k
i
、
ka.rana t象縁縁

karya 果果果

k忌ryaphala報報

anubandha 

力

作

因

.upaya 

desa 

k忌la

因因

限擬

本末究
開通方便
寛等

-E
目-
T
E
A
 

休

相

性

力

イ本

力

吐ム

法

し
か
し
仏
教
の
影
響
も
ま
た
無
視
し
え
な
い
程
に
著
し
い
。
そ
の
こ
と
も
後
に
と
り
あ
げ
る
が
、

指
摘
し
て
お
き
た
い
。
一
つ
は
、
先
の
因
果
論
と
も
関
係
す
る
が
、
理
由
、
原
因
を
意
味
す
る

Z
Z
の
同
義
語
と
し
て
巳

E
R
g
-
S
E
S
F

(
幻
)

E
Zヲ
}
同
町

Z
P
官
主

3
3
w
回白

B
E
F
E
P
E
E
S
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
中
で

'
S
E
E
P
宵
曲
許
可

a
p
g
g
z
H同
町
宮
白
は
か
な
り

(
お
)

特
殊
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
前
二
者
は
特
に
仏
教
的
で
あ
る
。
第
二
点
は
教
説
を
説
く
形
式
に
関
す
る
も
の
で
、
質
問
者
は
聞
を
発
し
て
禅

(
鈎
)

定
に
入
り
、
定
眼
門

F
Z
E
g
Z
Z凹
を
も
っ
て
教
説
者
を
見
る
。
次
い
で
教
説
者
は
語
り
出
す
と
言
う
。
ま
た
仙
人
達
は
聞
き
終
っ
た
時

(

ω

)

(

位
)

に
、
ア
ー
ト
レ

l
ヤ
の
言
葉
に
同
意
し
、
歓
喜
し
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
後
者
は
仏
典
に
も
類
似
の
表
現
が
し
は
じ
ば
見
出
さ
れ
る
が
、

討
す
る
が
、

こ
こ
で
は
二
つ
の
こ
と
を

前
者
に
つ
い
て
は
丁
度
逆
の
関
係
で
、
仏
陀
が
禅
定
か
ら
出
て
説
法
す
る
、
と
い
う
大
乗
経
典
の
形
式
を
想
起
せ
し
め
、

北
大
文
学
部
紀
要

こ
れ
は
ま
た
法
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本
倶
舎
論
巻
二
十
、
十
六
丁
右

(
お
)
大
正
九
、
五
頁
下
。

(μ)
坂
本
幸
男
教
授
「
法
華
経
の
教
理
特
に
十
如
是
の
解
釈
の
変
遷
に

い
て
|
|
」
(
金
倉
園
照
編
『
法
華
経
の
成
立
と
発
展
』
昭
和
四
十
五

年
、
所
収
)
二
七
八
頁
参
照
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r
m円阿国
2MgMM4mwH-Hr釦
mwAM可
F
O
L
-
-内
。
吋
ロ
釦
田
島

Z
E
M】仲。・唱・
ω0・

(
叩
山
)
菩
提
流
支
訳
、
大
正
二
六
、
四
頁
下
。
な
お
勤
那
摩
提
の
訳
も
同
文
。

大
正
二
六
、
一
四
頁
下
。

(
幻
)
本
田
義
英
『
偽
典
の
内
相
と
外
相
』
(
三
五
九
四
一
九
頁
)
『
法

華
経
論
』
(
二
二
二
頁
以
下
)

(
お
)
智
度
論
巻
三
十
二
、
大
二
五
、
二
九
八
頁
下
。

(
ぬ
)
問
、
二
九
八
頁
上
。

(
初
)
問
、
二
九
八
頁
下
。
な
お
「
如
本
未
生
」
の
「
未
」
は
三
本
及
び
宮

本
に
従
う
。
大
正
蔵
経
は
末
と
す
る
。
国
訳
一
切
経
、
釈
経
論
部
第
三

巻
、
八
頁
、
国
訳
大
蔵
経
第
二
巻
、
一
二
七

O
頁
参
照
。

(
幻
)
岡
、
二
九
八
頁
下
。

(
辺
)
な
お
菩
薩
地
は
衆
生
を
し
て
仏
法
に
入
ら
し
め
る
方
便
と
し
て
随
順

舎
通
(
宮
己
。
邑
宮
)
以
下
随
機
的
な
も
の
五
種
と
、
仏
法
そ
の
も
の
の

宣
説
で
あ
る
究
寛
清
浄

(
i
z
E
E
)の
六
種
を
た
て
る
。
室
長
陸
地
持

北
大
文
学
部
紀
要

経
巻
八
、
大
正
三

O
、
九
三
二
頁
下
以
下
、
菩
薩
善
戒
経
巻
六
、
問
、

九
九
五
頁
中
以
下
、
稔
伽
師
地
論
巻
四
T

丘
、
問
、
五
四

O
頁
下
以
下
。

∞
孟
E
Z
R
Z
F
E
E
-
-
邑
君
。
m
-
Z
2・
2
7忠
良
同
)
教
化
の
方
便
と
し

て
説
か
れ
る
故
に
性
格
を
や
や
異
に
す
る
が
、
参
照
さ
れ
る
。

(
お
)
以
上
の
解
釈
に
つ
い
て
は
紀
野
一
義
『
法
華
経
の
探
究
』
一

O
O頁

以
下
参
照
。
大
野
法
道
博
士
は
、
知
目
度
泊
珊
の
九
種
法
は
単
に
下
如
を
説

く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
法
華
経
の
十
如
が
そ
れ
に
よ
る
と
は
言
え
な
い
、

と
主
張
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
本
田
博
士
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
『

仏
典
の
内
相
と
外
相
』
三
八
九
頁
以
下
参
照
。
し
か
し
以
上
の
よ
う
に

解
し
う
る
な
ら
ば
、
右
の
論
争
の
論
点
は
解
消
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い

カ

(
災
)
大
正
二
五
、
二
一

O
三
頁
上
。

(
お
)
法
華
文
句
に
は
次
の
よ
う
に
比
定
す
る
。
各
有
法
H
如
是
作
、
各
有

限
凝
H
如
是
相
、
各
有
呆
H
如
是
果
・
如
是
報
、
各
有
開
通
方
便
H
如

是
本
末
究
覚
等
。
そ
し
て
こ
の
外
は
語
の
同
一
に
よ
っ
て
対
応
が
明
ら

か
で
あ
る
、
と
言
う
。
本
回
義
英
『
仏
盛
ハ
の
内
相
と
外
相
』
三
八
二
頁

参
照
。

(お

)
ω
E
-
r
E
F
問。
m
m
宮内
E
E
-
-
M∞
・
穴
巳
手
一
』
同
〉
∞
・

5

E・唱・
5

8

宮
坂
出
伺
勝
教
授
「
医
書
チ
ヤ
ラ
カ
本
集
に
伝
え
る
ヴ
ア
イ
シ
エ
|
シ
カ

哲
学
説
L

(

『
密
教
文
化
』
第
六
四
、
六
五
号
、
昭
和
三
八
年
)
の
吉
-

r
=
=自
己
回
一
。
ユ
同
時
国
防
国
角
田
口
。
〈
色
。
Hugoロ
件
。
「
巴
5
ω
M官官
r
r河内
W

∞可
M
W
Z
E
。
同
叶
r。回開
r
?
の
と
の
百
件
g
ω
mロ
ωr『昨

ω
。『
-op
目。・

M円
M
M門・

5
印

H
-
Z
'
H
O
N
-
ω

(幻
)

(

4

2

・・口
-

H

・
ω
・

η
O
 

T
i
 



『
チ
ャ
ラ
カ
本
集
』
の
哲
学
思
想
付

(
お
)
巴
釦
切
四
百
三

p
o
-
y
n
F
Z
-・
口
七
・

ω
8・
但
し
M
V

苫
-gロmw
に
つ
い
て
は
凸
唱
・

。21・同・
N
0
.
ω

・

(
明
日
)
の

2
・・
H
・
H
・
]
5
1
|
同日可

(ω)
の釦一『
-
H
-
H
N
・H
A
H
-

宮
内
田
吋
m
釦一司釦
}
M
m
釦
『
〈
印
。
，
、

Mg阿
国
。
口
町
。

，、
h
w
O
陶
同
国

M
W

仲『。河内凶

ω
〕『向

w
r
r
m四
md町内
W
4
Z
叱

r
r』国印国内
wロ
品

g
m
v
n
。
E
・

(
川
出
)
司
呂
町
。
N
白

F
。
唱
・
三
件
・
司
-
N
O
ω
・
回
。

z-H・

(
必
)
中
野
義
照
師
『
ヤ
|
ジ
ユ
ニ
ャ
ヴ
ア
ル
キ
ア
法
典
』
二
四

O
頁
参
盟
問
。

J
「
回
]
出
向

2ω-ru孟
ω百
三
日

H
U
M
L国
噌

ωN由ー
lωω
印・

第
三
節

市

山

釦

2
2
Z
Z
E
(
ニ
の
意
図

(
1
)
 

八
篇
か
ら
成
る
チ
ャ
ラ
カ
本
集
の
第
四
篇

muzz田
F
E白
は
そ
の
第
一
章
に
お
い
て
人
間
観
或
い
は
世
界
観
を
展
開
す
る
。
チ
ャ
ラ

(
2
)
 

カ
本
集
の
哲
学
説
と
し
て
は
常
に
こ
の
部
分
が
注
目
さ
れ
る
が
、
な
お
問
題
を
残
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

内
容
に
入
る
前
に
こ
の
章
の
構
成
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
ま
ず
は
じ
め
に
ア
グ
ニ
ヴ
ェ

l
シ
ャ
が
質
問
を
提
出
し
、
プ
ナ
ル
ゲ
ァ

λ
斗‘

句

E
A

ス
が
そ
れ
に
返
答
す
る
、
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
が
、
質
問
は
は
じ
め
に
ま
と
め
て
述
べ
ら
れ
(
第
一
ー
ー
一
二
倍
)
、
そ
の
数
は
二

(
3
)
 

一
一
一
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
解
答
は
質
問
の
順
を
追
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
故
に
、
本
章
の
構
成
を
考
え
る
場
合
に
は
、
ま
ず
最
初
に
質
問
の
内

(
4
)
 

容
を
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
左
に
そ
れ
を
列
記
す
る
。

プ
ル
シ
ャ
宮

2
2
は
幾
種
の
要
素
品

Z
Z
に
分
析
さ
れ
る
か
。

プ
ル
シ
ャ
は
何
故
原
因

E
Z
E
で
あ
る
の
か
。

ブ
ル
シ
ャ
の
起
源
胃
与

-
5
5は
何
か
。

そ
れ
は
無
知
と
宮
で
あ
る
か
、
知
者

-Eで
あ
る
か
。

四



一」ノ、

常
住

E
q同
で
あ
る
か
、
無
常

2
5占
で
あ
る
か
。

原
質
問
百
件
吋
立
と
は
何
で
あ
る
か
。

五七

開
展
物

i
E
Zと
は
何
で
あ
る
か
。

プ
ル
シ
ャ
の
相

Z
Z白
は
何
で
あ
る
か
。

ア
ー
ト
マ
ン
は
無
活
動
、
自
立
、
支
配
者
、

し
か
ら
ば
、

八

一
切
に
ゆ
き
わ
た
り
、
遍
在
し
、
知
田
、
傍
観
者
で
あ
る
、

と
ア

l
ト
マ
ン
知
者
笠
宮
と

E

は
証
一
山
る
が
、

(5) 

無
活
動
亘
書
ユ
ヨ
な
る
も
の
が
ど
う
し
て
欲
せ
ざ
る
母
胎
の
う
ち
に
生
ま
れ
る
の
か
。

支
配
者
g
b
Z
で
あ
る
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
強
い
て
不
快
な
状
態
F
r
u
g
に
入
る
の
か
。

一
二
一
切
に
ゆ
き
わ
た
る

2
2丘
町
三
曲
の
に
ど
う
し
て
一
切
の
感
受

g島
富
劃
を
感
受
し
な
い
の
で
あ
る
か
。

一
三
遍
在
す
る
丘

F
Z
の
に
何
故
山
や
壁
に
よ
っ
て
遮
ら
れ
た
対
象
を
見
な
い
の
で
あ
る
か
。

F
h
d
 

T
4
 

九一
四
知
田

r
t可
&
宮
と
田

Z
2
2の
何
れ
が
先
で
あ
る
か
。

一
五
(
ア
ー
ト
マ
ン
)
以
外
に
存
在
し
な
い
故
に
何
を
傍
観
す
る

Z
Z
Z
の
で
あ
る
か
。

一
六
変
化
し
な
い
も
の
ミ
持

MWZに
ど
う
し
て
感
受
に
よ
っ
て
生
ず
る
差
別
三
宮
田
曲
が
あ
る
の
か
。

一
七
|
一
九
、
三
種
(
過
去
、
現
在
、
未
来
)
の
苦
可

Z
の
う
ち
医
師
は
い
ず
れ
の
感
受
を
治
療
す
る
の
で
あ
る
か
。

二
O
感
受
の
原
因
は
何
か
。

一
二
依
処
包

E
Z
Z
Eは
何
か
。

二
二
全
て
の
感
受
は
ど
こ
に
お
い
て
残
り
な
く
滅
す
る
の
か
。

北
大
文
学
部
紀
要



『
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ャ
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一一一
一
切
知
回
同

2
2
Eに
し
て
一
切
を
捨
て
白
血

2
2
8
ロユ
mE
一
切
の
結
合
を
離
れ
回
白
『

Z
回
白
恒
吉
宮
田
町

fzzzzに
し
て
静

寂
同
】
『
忠
則
回
-E
な
る
原
素
我

v
r
o
Z骨
B
E一
は
い
か
な
る
相

-
E
m同
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
の
か
。

(
6
)
 

以
上
の
問
題
提
起
に
対
し
て
解
答
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
慣
に
お
い
て
与
え
ら
れ
て
い
る
。

(
一
四

l
一
二
六
)
二
(
三
七
五

O
)
二
一
(
五
二
四
(
五
二
l
五
六
)
五
(
五
七
|
六

O
)
六
・
七
(
六
一

l
六
七
)
八

(
六
入

ー
七
一
一
)
九
(
七
一
一
一
|
七
四
)

一
O
(
七
五
)

(
七
六
)

一
二
(
七
七
)

一
三
(
七
八
l
七
九
)

一
四
(
八

O
)
一
五
(
八
二一一一一一

一
六
(
八
二
|
八
一
ニ
)

一
七
l
一
九
(
八
四
九
五
)
二

O
(
九
六
二
二
三
)

(
一
三
四
)

二
二
(
一
三
五
一
五
二
)

(
一
五
三
l

一
五
回
)

そ
し
て
第
一
五
五
偶
が
結
句
と
な
っ
て
本
章
を
終
っ
て
い
る
。
以
上
に
お
い
て
第
二
、
二

O
、
二
一
間
と
前
節
に
述
べ
た
十
項
目
と
の

(
7
)
 

関
係
が
推
知
さ
れ
る
が
、
質
問
の
順
序
か
ら
見
る
と
き
、
第
一
間
第
五
閉
ま
で
は
、
い
か
な
る
意
味
に
せ
よ
プ
ル
シ
ャ
に
つ
い
て
論
に
、

第
六
|
八
は
三
基
本
原
理
を
扱
い
、
そ
の
う
ち
の
プ
ル
シ
ャ
に
つ
い
て
第
九
二
ハ
に
お
い
て
詳
論
し
、
最
後
に
苦
の
問
題
を
第
一
七

1
1

ハ
b
唱
E
A

二
二
に
お
い
て
、

そ
し
て
第
二
三
一
に
お
い
て
解
脱
を
扱
う
ご
と
く
に
解
せ
ら
れ
る
。

そ
の
限
り
に
お
い
て
は
本
章
は
人
間
存
在
の
分
折
ヒ

そ
の
要
素
の
考
察
、
苦
と
そ
の
減
及
び
解
脱
と
い
う
明
ら
か
に
一
つ
の
思
想
体
系
と
し
て
の
構
造
を
骨
格
と
し
て
有
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
故
本
章
の
意
図
は
か
り
に
そ
の
具
体
的
内
容
が
種
々
の
要
素
を
含
ん
で
い
る
と
し
て
も
、
か
か
る
思
想
構
造
を
ふ
ま
え
て
組
織

的
に
哲
学
を
述
べ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
本
章
作
者
の
意
図
と
し
て
評
価
す
べ
き
性
質
の
も
の
で

h

っ
て
、
こ
こ
に
述
ぺ
ら
れ
た
思
想
を
成
し
て
い
る
要
素
個
々
が
有
す
る
資
料
的
意
義
と
は
別
に
、
や
は
り
チ
ャ
ラ
カ
本
集
の
思
想
と
し
て

(
8
)
 

扱
い
う
る
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
以
下
に
本
章
の
内
容
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
た
い
が
、
便
宜
上
先
述
の
本
章
の
構
成
と
は
若
干
順
序
を
変
え
て
、
次
の
よ
、

1



に
考
察
し
て
ゆ
く
こ
と
と
し
た
い
。

原
理
の
体
系
。

人
間
存
在
の
原
理
的
分
析
と
検
討
(
第
一
、
六
、

プ
ル
シ
ャ
の
問
題
(
第
二
五
、

八
l
一
六
聞
に
相
当
)

四

解
脱
(
第
二
三
間
に
相
当
)

苦
と
そ
の
減
(
第
一
七
二
二
間
に
相
当
)

主

記

(
1
)

医
学
書
は
一
般
に
八
篇
か
ら
成
る
と
さ
れ
る
。
義
浄
も
南
海
寄
帰
伝

巻
三
に
そ
の
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
金
倉
国
昭
…
『
印
度
中
世
精
神
史

』
中
、
一
八
八
頁
注
二

(
2
)

初
め
て
研
究
、
紹
介
し
た
の
は
り

2
同区司
2
・0
司・号・

2
己
七
唱
-
N
H
ω
l

∞
で
あ
る
。

(
3
)

のミ・『『・
H

・
5
印・

(
4
)

番
号
は
〈
包
〕
『

Mwrzzロ
同
可
・
の
円
の
テ
キ
ス
ト
司
・
∞
ω∞
を
参
照
し
た
。

(
5
)
〕
吉
田
岡
H
H
古
江
唱
の
と
日

ω【
Z
2
F

第
四
節

原
理
の
体
系

七
問
に
相
当
)

(
6
)

以
下
に
つ
い
て
は

E
r
g
-
z
gの
注
釈
の
対
応
筒
所
及
び
前
注

(
4
)

の
箇
所
を
参
照
し
た
。

(
7
)

特
に
第
二
問
の

Z
2
5は
後
に
説
く
よ
う
に
宮
『
可
の
意
味
で
あ
る

と
さ
れ
る
か
ら
、
十
項
目
の
第
一
に
合
致
す
る
。

(
8
)

己

g間
民

主

m

を
は
じ
め
と
す
る
従
来
の
諸
研
究
に
は
か
か
る
観
点
が

欠
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
で
中
村
教
授
の
本
章
に
対
す
る
扱

い
方
(
宮
本
正
尊
編
『
大
乗
仏
教
の
成
立
史
的
研
究
』
一
九
三
頁
以
下
)

は
貴
重
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
同
教
授
の
見
解
に
つ
い

て
は
後
に
再
び
ふ
れ
る
。

-17-

『
精
神
を
第
六
と
す
る
空
な
ど

人
間
存
在
は
諸
要
素
に
分
析
さ
れ
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

(
の
五
)
要
素
が
プ
ル
シ
ャ
で
あ
る
と
伝
、
子
り
れ
て
い
る
。

北
大
文
学
部
紀
要



『
チ
ャ
ラ
カ
本
集
』
の
哲
学
思
想

H

精
神
要
素
の
み
で
も
ブ
ル
シ
ャ
と
称
せ
ら
れ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
』

『
き
ら
に
要
素
を
分
析
し
て
(
プ
ル
シ
ャ
は
)
二
四
(
要
素
)
よ
り
成
る
と
伝
、
子
り
れ
て
い
る
。

(1) 

(
五
)
対
象
、
及
ぴ
八
要
素
か
ら
成
る
原
質
で
あ
る
。
』

こ
こ
で
は
一
、
六
要
素
か
ら
成
る
プ
ル
シ
ャ
、
二
、
精
神
と
し
て
の
プ
ル
シ
ャ
、
三
、
二
四
要
素
か
ら
成
る
プ
ル
シ
ャ
と
い
う
三
説
が

(
二
四
要
素
と
は
)
意

十
器
官
、

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
第
一
及
ぴ
第
三
説
に
お
け
る
プ
ル
シ
ャ
は
ガ
Z
E白
血
と
い
う
語
の
一
般
的
な
用
法
と
し
て
の
「
人
間
」
を

意
味
す
る
が
、
こ
れ
に
反
し
て
第
二
説
は
サ

l
ン
キ
ヤ
な
ど
に
お
け
る
特
殊
な
用
法
に
対
応
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
第
一
説
は
五
一
万
素
と
精
神
と
の
六
要
素
か
ら
人
聞
は
成
る
こ
と
を
説
く
の
で
あ
る
が
、

こ
の
思
想
は
チ
ャ
ラ
カ
本
集
の
中
で

も
諸
処
に
説
か
れ
て
い
る
。

間
話
国
内
山
由
自
由
}
回
削

V
F
U
Z
4房
副
『
自
白
血

B
Z【
Z
U『
三
呂
田

r。

m号
げ

『

思

n
Z白
ロ

包

r~出
E
L
F
-
-
v問
問

g
r
r
u
g
s
-
回
国
『
〕
『
白
血
可
白
胡
曲
叩

fro
門
口
同
副
門
戸
』
吋

~18ー

zr仲
hwr・.

2
2
z
z
z
f
印
間
同
同
豆
島

g-宮
『

z
z
a
E
Z
3
2
5
2
Z
L
E苦
手
同
|
耳

E
4
S
S
三
0
5ヨ
吋

詳

忠

g
r
z
r
g

n副
司

可

曲

目

色

曲

目

芹

可

丘

白

骨

司

曲

目

白

2
A
E
r削
仲
田
〈
曲

f
国内

wgz【
同
日
お
}
回
目
》
冨
『
己
凹
曲
目
立
酢
曲
目
》
向
日
間
同
吋

M
Z
r
r白
ロ
丹
市
・
『
『

-u-u・

bh凶
『
同
『
曲
恒
国

MW岡
田
曲
目

AWZロ
MEr-ZFME曲
目

vruZ同
叫
岡
田
】
曲
目
同
ロ
由
自
白
}
同
凶

v
r
o
Z三
rMWHa同
国
同

g
g
L
M
q包
呂

田

r自
国
間
由
同
沼
田
可
。
明
白
〈
白

E
・
-
〈
・
∞

-
h
p
・

と
こ
ろ
で
チ
ャ
ラ
カ
本
集
は
人
間
あ
る
い
は
病
気
の
起
源
に
関
す
る
諸
説
を
述
べ
る
中
で
田
町

g
z
r由
の
説
と
し
て
、
同
じ
六
要
素

。EJH〈・
h
P
・
O
・

説
を
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
れ
が
∞
削
官
官
r
r
z
f
の
説
で
あ
る
と
言
う
。

田
町
田
君
、

MFFm咽
印

国

吉

田

市

q
M
W
Y白
ロ

白

ruむ
仲

gMF
『
曲
凹
白
〕
同

f
印
呂
吋
仲
間
ザ
咽
田
町
三
回
ロ
島
ユ
司
自
何
回
毘
同
国
釦

f
白
白
ロ
江
『
。
肉

m
F
f
z
r仏
ME--割
印

S
F
M
W・

2eAZFEz-曲
目
仲
居
間
】

ZHJM一
叩
。
司
。
民
主

vqmwRZrgz吉
田

仲

田

吾

川

ケ

『

MWEf
叩
笠
宮

}MMEzyf
曲目

ZMrru『
即
日
『

MEU『曲
目

f
国
内
五
回
唱
曲

z
r写
江

z
f・



の削吋・
)
F
N
U
.

]
E
M
U
-

し
か
し
な
が
ら
紫
色
岳
志
の
の
尾
関
は
本
書
に
お
い
て
地
に
も
存
す
る
。
即
ち
他
人
の
名
を
列
挙
す
る
中
で
~
C
2
3
の
さ
g
g
h
w
y

(
2
)

〈

3
〉

mwWMWWY可
品
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
者
、
賢
者
ほ
ど
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
同
採
に

早
也
容
室
伊

Z
H
W
W
V
Z言
明
3
5
3
3
ぷ

Z
Y
W間
同

E
還
を
Z
3
2
c
町一

に
お
い
て

に
認
し
て
完
全
な
知
あ
る
も
の
の

で
あ

こ
れ
に
反
し
て
論
理
学

(
8
)
 

同
M
一司

m
w
w
p
叫
脚
色
州
知
援
・

可
臨
時
一
叩

MMF
笠
宮
仲
川
町
州
市

M
m『
や

rmwmur官
邸
仲
陪
仲
町

MMW
印
刷

XMWYU芯
ふ
九
阿
部
添
削
同
情

戸々
t
」

に
お
い
て
は
論
理
学
欝
に
お
け
る
サ
!
ン
キ
ヤ
学
派
に
対
す
る
…

(8) 

る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
ヨ
!
ガ
と
対
比
し
て
出
冬
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

の
ん
存
す
る
事
実
を
思
い
合
わ
せ
る
な
ら

サ
i
ン
キ
ヤ
学
派
を
指

ーレ
J

「
、
い
噌
ム
》
〉
}

白
河
静
岡
同
州

WH吋
回
目

v
g窓
口

a

包
島
司

MW仲
島
町
凶

(

Q

d

)

 

nmq山
富
知
関
・

品
同
部
仏
可

oh叫
宮

崎

臨

可

。

m
p
yル
ず
出
掛
匂
山
内
叩

MU可
MWZ{向
山
阿
部
吋
告
白
渉
鵠

MFaHry可
間
即

m
V
2
w
g
c
r富
山

吋

窓

o
w
q昌
一
塁
、
知

一19-

(ω〉

凶

言

明

蜘

ゲ

}
5
4制
仲
伊
豆
ザ
間
制

W
1
g
f
w
M刊
om刊
曲

者

旬

開

吋

MW
出

MW向
日
}
阿
部
時
白
骨
骨
鵠
抑
制
帽
町
内
向

MUミ
w
f
m剛
wg-MmLM河
内
二
部
百
戸
河
川
ケ

こ
れ
は
パ
ガ
ヴ
ッ
ド
・
ギ

i
タ

l
と
類
似
の
思
想
、
表
現
で
あ
り
、
年
!
タ

i
に
お
け
る
サ

i
ン
キ
ヤ
の
意
義
に

が
多
い
け
れ
ど
も
、
チ
ャ
ラ

出
掛
一
円
叫
由

ryMV〈
問
的
〈

mwゲ
}
回
出
芝
ふ
出
。

で
は
な
お

お
け
る
右
の
ニ
例
の
う
ち
少
な
く
と
も
前
者
に
お
い
て
は
明
ら
か
に
ヴ
ア
イ
シ

ン

ど
の
学
派
時
代
を
扱
っ
て
い
る
部
分
に

(ロ)

で
あ
ろ
う
。

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
学
派
と
し
て
の
サ

i
ン
キ
ヤ
を
指
し
て
い
る

て
よ
い

間山

MW必
}
向
山
岡
山
『
剛
山

と
…
一
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
っ

と
L 、

の
よ
う
な
二
義
が
存
す
る
以
上
、
六
要
素
説
に
か
か
わ
る
サ

i
ン
今
ヤ
は
学
、
派
・
と
し
て
の
そ
れ
で
は
な
い

(
3
J
 

一
応
米
六
要
素
設
は
古
く
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
文
献
に
も
…
一
言
及
が
あ
り
、
ヴ
ァ
イ
シ
ェ

i
シ

の
最
初
識
の

北
大
文
学
部
紀
雨
前



『
チ
ャ
ラ
カ
本
集
』
の
哲
学
思
想
付

(

U

)

(

日
)

と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
チ
ャ
ラ
カ
本
集
が
こ
の
六
要
素
説
を
説
い
て
い
る
の
は
医
学
的
な
概
念
と
し
て
そ
れ
を
採
用

L
て

い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
ス
シ
ュ
ル
タ
サ
ン
ヒ
タ

l
は
明
言
し
て
い
る
。

『
医
学
の
定
説
に
お
い
て
は
l
i
l
-
-

』
五
一
瓦
素
と
有
身
者
(
日
目

(
日
)

こ
の
業
我
が
医
学
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
』
注
釈
者
は
か
か
る
連
聞
の
上
に
立

精
神
)
と
の
和
合
が
プ
ル
シ
ャ
で
あ
る
。

っ
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

ヨ

(

げ

)

る
プ
ル
シ
ャ
で
あ
る
』

『
こ
の

(
六
要
素
よ
り
成
る
プ
ル
シ
ヤ
)

は
ヴ
ァ
イ
シ
ェ

i
シ
カ
哲
学
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
、
医
学
の
対
象
七

次
に
第
三
説
に
お
け
る
二
四
要
素
は
サ

l
ン
キ
ヤ
派
に
お
い
て
説
か
れ
る
二
四
原
理
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
。

そ
の
詳
細
は
第
六
一
・
六
二

備
に
説
か
れ
る
通
り
、
五
元
素
及
び
思
惟
機
能

(VEEr-)
自
我
意
識
与
包

E
Z
及
び
未
顕
現

2
3
r
zが
八
種
の
原
質
育
長
吋
丘
で

(児

)

i

あ
り
、
五
知
覚
器
官
、
五
作
業
器
官
、
意
、
五
対
象
同
ユ
宮
が
一
六
の
開
展
物
で
あ
る
。
そ
の
開
展
の
順
序
は
、
未
顕
現
|
思
惟
機
能
litt-

(

日

)

(

却

)

自
我
意
識
|
五
元
素
等
で
あ
る
c

か
く
て
肢
体
を
完
備
し
た
と
き
に
は
生
ま
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
以
上
の
二
四
原
理
の
集
合

ztが
人

(
幻
)

間
で
あ
る
。
そ
れ
故
人
聞
は
諸
原
理
の
結
合
よ
り
成
る
も
の
で
あ
る
。

-20一

(
幻
)

以
上
に
よ
っ
て
二
四
原
理
は
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
未
顕
現
は
顕
現
と
な
り
、
顕
現
は
未
顕
現
と
な
る
、
と
い
う
循
還
が
人
聞
の
輪
畑
地

(

お

)

!

に
お
い
て
起
る
。
と
こ
ろ
で
こ
こ
に
未
顕
現
と
は
思
惟
さ
れ
、
え
な
い
も
の

2
E
3
で
あ
る
が
、
顕
現
は
そ
の
反
対
で
あ
る
。
前
者
は
也

(
叫
)

感
覚
的

E
g
L
Z
E
で
あ
っ
て
、
証
相
に
よ
っ
て
把
捉
さ
る
べ
き
も
の

-
U官
官
与
三
で
あ
る
が
、
後
者
は
感
覚
的
に
知
ら
れ
う
る
、
と

い
う
違
い
が
あ
る
。
人
間
あ
る
い
は
現
象
は
無
限
定
的
な
も
の
と
限
定
的
な
も
の
と
の
聞
を
往
還
す
る
。

以
上
に
お
い
て
は
精
神
原
理
に
相
当
す
る
も
の
が
明
ら
か
に
は
説
か
れ
て
い
な
い
。
二
四
原
理
よ
り
成
る
人
間
に
つ
い
て(
お
)

『
以
上
、
田
が
全
て
提
示
せ
ら
れ
た
。
但
し
未
顕
現
を
除
く
。
未
顕
現
は
こ
の
田
の
知
田
で
あ
る
、
と
仙
人
達
は
知
る
。
』

こ
れ
は
二
四
原
理
を
二
三
の
固
と
一
の
知
固
と
に
分
け
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
田
と
知
田
と
い
う
概
念
は
叙
事
詩
に
も
用
い
ら
れ
て
い



る
カぎ

(
お
)

回
は
二
四
原
理
か
ら
成
る
と
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
チ
ャ
ラ
カ
本
集
で
は
未
顕
現
を
別
立
し
、
こ
れ
を
知
田
と
同
一
視
す
る
。

し
か
ら
ば
未
顕
現
は
精
神
的
原
理
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
未
顕
現
は
ア
l
ト
マ
ン
で
あ
る
と
言
う
。

(
幻
)

『
未
顕
現
は
ア
ー
ト
マ
ン
、
知
回
、
永
遠
に
し
て
、
遍
在
し
不
壊
な
る
も
の
で
あ
る
』

医
学
の
立
場
か
ら
物
質
的
原
理
に
対
し
て
第
六
の
精
神
的
原
理
が
立
て
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
二
四
原
理
説
と
し
て
は
直
接
に
は
精
神

的
原
理
は
立
て
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
右
の
ご
と
く
見
る
な
ら
ば
未
顕
現
は
ア

i
ト
マ
ン
で
あ
っ
て
精
神
的
原
理
に
相
当

(
お
)

し
、
し
か
も
他
の
一
一
三
原
理
を
開
展
す
る
、
と
解
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
お
こ
の
間
題
に
関
し
て
注
釈
者
は
古
典
サ

l
ン
キ
ヤ
の
理
解
に

(
m
m
)
 

立
っ
て
、
未
顕
現
と
精
神
と
を
共
に
未
顕
現
と
呼
ぶ
の
は
未
顕
現
即
ち
知
覚
し
え
な
い
と
い
う
共
通
性
に
も
と
づ
く
、
と
解
釈
す
る
。
そ
し

(
初
)

て
こ
の
解
釈
の
支
持
者
も
あ
る
が
、
チ
ャ
ラ
カ
本
集
で
は
六
要
素
説
の
部
分
に
お
い
て
も
、
そ
の
精
神
的
原
理
を
や
は
り
未
顕
現
と
呼
ん

(
訂
)

で
お
り
、
両
者
の
同
一
視
は
動
か
し
難
い
と
考
え
ら
れ
る
。

注

記

(
1
)
r
r
E
-
3
-
m
w
n
o
g回目
Z
Z
H
F劃
品

r
g
a
d
-
f
-
E『ロ
2
f
盟国吋
g
f
-
n
z
・

釦田町広『伊丹

5
・
2u可
。
r州WAVω
居
叫

g
f
空
白
巨
咽
州
WMWEZ国
mrえ
で
の

2
・・『『

-H-

E
・目

MEZwmvnm
品目

Mmwzrro晶
2
5
0
己
E
1
2
4
M
g
H
-
z
f
ω
自
吋

g
f
w
g
g
z

e

z
田島吋

q
S
M『
号
神
宮
町
品
川
司
z
r吋巴
b
n
Z宮
島
rMVHzr?
・5
・

(
2
)

合防吋
-
H

・H
・∞。・

(
3
)

巴
里
山
間
巴
唱

g
・。司・ロ

F
d旬。戸口・司・
ω由
品

(
4
)

の
E--H-HU・
ω

(
5
)
ω
。
。
。
r巳内『釦〈
mwHAZ・。唱
-nx・唱
-
N
l
ω

北
大
文
学
部
紀
要

-21-

(
こ
の
項
未
完
)

(
6
)

の
E
J
国
・
∞
・
∞

-N∞(〈
q
m
r
F
E与
国
同
〕
『
-
m
-
E・∞・
ωAH)

(
7
)

『
方
便
心
論
』
以
来
サ

l
ン
キ
ヤ
派
は
論
理
学
書
に
お
い
て
言
及
き

れ
て
い
る
。

(
8
)

宇
井
博
士
は
こ
の
箇
所
を
「
数
論
の
知
」
と
訳
し
て
お
ら
れ
る
。
『

印
度
哲
学
研
究
』
第
二
、
四
三
三
頁
。
し
か
し
の
z
r
z
z
z
z
は
こ

こ
で
も
知
者
の
意
味
と
解
す
る
。
。
唱
-
n
F旬司
-
N
1
ω

(
9
)

の
E
J
司

-H
・
HAFmv

(
叩
)
の
ω
円・『『・日
-
H
∞

(

日

)

国

内

EH0・。唱
-
n
F
唱・

5
叶
∞
・
富
。
丘
一
〉
rM叩釦
Hd・
-M唱
-Nω
同
町
・
間
島
問
。
吋
件
。
=
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vi号ayal)puru号al).Cakradattaad Car. N.1.14.p. 533ヤ.;q揺

さ:!I'(，入司会、 e 料品J~!量二 ν ñj:;S:空J ドニ心。

(~) Car.N.l.64 

(;:;) Car.N.l.65ab 

(お caturvil!lsakaity e亭ar話i与puru宇asal)lj加 ka与(Car.N.

1.33ch)puru干or話回al)ljfiastu (id. 51c) 

(お sa l!lyogapuru~a ， Car.N. 1.83a. 

(m Car. N.1.66a 

m) Car.N. 1.58cd 

(~) Car，N.1.60 

note 2. 

(g) K.B.R. Rao :The Samkhya philosophy in the Carakasa. 

I!Ihit孟.The Adyar Library Bulletin， vol. XXVI， pts. 3 -4. 

1962. pp. 193-4. 

(お cetanadh亘tuh-ー一一一sahi hetul) k亘ra早al!lnimittam ak号ι

ral!l karta manta vedita boddh語 dra~!ã dhata brahm亙

vi畠vakar耐 vi邑variipa与puru号al)prabhavo 'vyayo nitya9 

gU!].i graha!].al)l pradhanam avyaktal)l jivo jnah pudgu1as 

cetanav孟nvibhur atma cendriyatma cantaratma ceti. 

Car.N.4.8ヤ勾*t<吾!ljii;!lnj:;ffi'..J'-!N.5.5P:!1brahma 

cavyaktamAJ1ll1IT ('ド二時。

〔鰹:出口)t阪*位:)l!:: I て恥むトト，，-.:W--~-!l.;q士命令 Sãm.

khya. C同E滞日やニνJ(，岳こ王宮』総+~~知事11< 1 01ト 1~回~
ト)総監。
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